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1．背景と研究目的 

ZrN、MoN、Co3N、MnN などの金属窒化物は、その導電性と化学的安定性のために電気化学触媒とし

て研究されてきました。1さらなる特性向上のため、Mn-Mo-N や V-Co-N などの三元金属窒化物も研究

されています。2 そこで本研究では、アルカリ水溶液中で酸素還元能が知られているマンガン窒化物 3

に希土類金属を導入した新規窒化物を合成し、その化学状態を X 線吸収で調査した。 

 

2．実験内容 

合成はマンガン塩化物、イッテルビウム塩化物とナトリウムアミドを反応させることでマンガン希土

類窒化物を合成した。イッテルビウムとマンガンの出発試料の比を y で示す。合成した窒化物は XRD

によって結晶構造、SEM-EDX によって化学組成を調査した。電子状態を評価するため愛知シンクロト

ロンにて放射光Ｘ線吸収を行った。 

 

3．結果および考察 

XRD 解析により、合成したイッテルビウムマンガン窒化物は岩塩型をとり、イッテルビウムを含まな

いマンガン窒化物とくらべ格子定数が変化することが明らかになった。SEM-EDX からイッテリビウム

とマンガンは窒化物中に均一に存在していることがわかった。図１は Yb の X 線吸収端であり、Yb は

三価であることが明らかになった。また、Mn における X 線吸収端は Mn2O3 とほぼ一致し、マンガン

の価数は３価であることが明らかになった。 
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